
少子化による労働力人口の減少が進む中、働きやすい職場環境を整え、県庁全体の労働生産性を高めていく必要があります。

このため、１ 仕事の選択と集中 ２ プロセスの効率化 ３ 労働時間の管理 を３本の柱とする働き方改革を進めます。

栃木県庁働き方改革プロジェクト

• ３つ
の

•☆とちぎスイッチ！

☆働き方改革推進強化月間（７・８月）
・２０時退庁
・管理職による退庁管理
・個別指導（本庁）
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2017

2018

～とちぎスイッチ！の結果～

・若手と管理職の意識の乖離
・業務の見直しが不十分
・業務の先送り感

通年実施

働き方改革

２ プロセス
の効率化

３ 労働時間
の管理

１ 仕事の
選択と集中

Ⅱ

Ⅰ

•☆

平成30(2018)年４月24日
経 営 管 理 部

経営管理部の率先実行

☆予算執行合議の原則廃止
☆例規改正事務の簡素化
☆未利用財産の一括管理

•☆
特定テーマの見直し

☆イベントの廃止・見直し
→廃止７件、縮小・統合１７件
☆各種計画のスリム化 など

•☆
①イベント等見直しの徹底
②新たなテーマの設定

さらなる深化 事業部門改革

⑤ 本庁・出先の権限と
人員配分の見直し

⑥ ＩＣＴの活用による
省力化・効率化

➆ 公共部門の工事執行
プロセスの見直し

など

全 庁 展 開
３つの改革

管理部門改革
（総政・経管・会計局等）

➂ 内部意思決定プロセ
スの効率化

➃ 内部監査実施方法等

の見直し
など

共通的改革

➇ 文書事務の改善
（５Ｓ）

➈ 会議の改善
（ワンベスト）

など

•☆☆５月から

・22時完全消灯（20時までに退庁を基本）
・モニタリングの実施（入退庁記録、ＰＣ起動状況）
・所属長への指導、改善

⑩ とちぎスイッチ！２

～働き方改革関連法案～

・労基署監督職場 （土木事務所、
環境森林事務所、健康福祉センター

など）の残業規制強化

・インターバル規制（公務適用除外）

※

※労働基準法別表第１のうち該当する職場


